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光市文化センター事業計画 

 

光市文化センターは、昭和５５年の開館以来、光市の特色を踏まえながら歴史、芸術、科学

などの文化活動を通して、市民への文化交流の機会を提供し、市民の文化活動に対する理解

と親しみを深めるための事業を展開してきた。しかしながら近年は光市美術展をはじめ多く

の展覧会等において、出品者数や出品作品数の減少、鑑賞者数の減少、加えて出品者や指導

者の高齢化に伴う活動の衰退化など本市の文化芸術活動にも陰りが見え始めている状況にあ

る。 

昨年度からはこの課題解決に向けて、若い世代の各事業への参加促進と鑑賞者数増加を図

るために、光市美術展における高校生の出品作品数増の促進や各書道展における小中高生の

出品作品数増の促進に向け、高等学校や各書道団体との連携を図ってきた。また、光市文化

センターの活動や展示内容を若い世代を含む多くの市民の方に知ってもらうために、引き続

き光市文化センターめぐりや子ども科学教室、子ども陶芸教室等を実施した。その結果、令

和７年度の年間全体の入館者は増加傾向となった。しかしながら、小中高校生の事業に参加

する人数や展示物鑑賞のために入館する児童生徒数は横ばい状態にある。 

そこで令和８年度も昨年度に引き続き若い世代の各事業への参加促進と鑑賞者数増加を図

るための活動を推進していきたいと考えている。具体的には小中高等学校や各文化団体との

さらなる連携強化を図ることや、文化芸術活動の活性化や利用促進に繋げていくために、子

ども科学・陶芸教室やひかり歴史文化探検クイズラリーPartⅣ、光市文化センターめぐりを

実施する。さらには、中高生の文化芸術活動に対する興味関心を高めるために、新たな教育

普及活動として夏休み中高生水彩画教室を実施し来館機会の増加へと繋げていきたい。 

 

１ 常設展示 

（１） 美術展示室 

企画展や貸館の合間にテーマを設定して展示を行い、できる限り多くの館蔵美術品

を市民に広く公開する。特に、近年寄贈されたものや未公開作品を中心に公開する。 

（２） 歴史民俗展示室・自然史展示室 

基本的には通史展示を踏襲するが、歴史的事象の節目や新たな歴史・民族・自然科

学資料が収集された場合には更新または公開展示していくようにする。また、資料の

内容によっては学校教育でも活用できるようにしていく。 
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２ 企画展示 

事  業  名 会    期 

第４５回澪美展 ４月１０日（金）～ ４月１９日（日） 

山本健次郎追悼 野鳥賛歌写真展 ４月１８日（土）～ ５月２４日（日） 

光市作家展 ６月１３日（土）～ ６月２８日（日） 

「発掘された山口」巡回展 ８月 ８日（土）～ ９月２７日（日） 

第２２回光市美術展 １０月２７日（火）～１１月 ８日（日） 

礒永秀雄没後５０年展（仮称） １１月２８日（土）～ １月３１日（日） 

わが家所蔵の美術品展 ２月予定 

文化センター水彩画教室展        ３月予定 

 

 

３ 教育普及活動 

（１） 成人大学講座 

郷土山口県、光市に関わりのある人物、歴史・文学に関する内容を中心に、教養講

座を開催する。定員４５人とし、年間７講座で、受講料は年間１，５００円とする。 

 

    講  義  内  容 講   師   開 催 日 

下松・光の古墳について 

～天王森古墳を中心として～ 

下松市教育委員会 
 ５月１６日（土） 

主 任  林  弘幸 

光地方史あちこち 
光地方史研究会 

 ６月１３日（土） 
会 員  広林真理子 

大内氏を描く江戸時代小説 
島根大学 

 ７月１１日（土） 
教 授  田中 則雄 

島田川河口域の中世史 
毛利博物館 

 ８月２２日（土） 
館 長  柴原 直樹 

山陽道と篤姫 
徳山地方郷土史研究家 

 ９月１９日（土） 
西村 修一 
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明治日本を救った政治と軍事 

周南出身 児玉源太郎 

郷土史研究家 
１１月２１日（土） 

      小林 孝二 

豊臣秀長の気配り～毛利家との関係性～ 
下関市立歴史博物館 

１２月１２日（土） 
元学芸員 田中 洋一 

 

（２） 文化教室 

教 室 名 講 師・代 表 開 催 日 

絵画教室 河村純一郎 毎週木曜日 

水彩画教室 岡村 毅 毎月第１、第３日曜日 

彫塑教室 下川 正孝 毎月第２、第４土曜日 

湯呑みづくりの会 村山 嘉憲 毎月第１、第３水曜日 

（３） 子ども科学教室 

    講 師  奥屋隆伸先生、佐々木幸二先生 

開催日  ７月２５日（土）、１２月１９日（土） 

定 員  両日とも３０人（小学校３～６年生対象）     

（４） 夏休み子ども陶芸教室 

講 師  湯呑みづくりの会 

開催日  ７月１９日（日）、８月１日（土） 

定 員  ３０人 参加費  ５００円（小学校４～６年生対象） 

（５） 夏休み中高生水彩画教室 

講 師  秋本多香子先生と中学校、高等学校教員 

開催日  ７月２６日（日）、７月３０日（木） 

定 員  ２０人 参加費  ５００円（中高生対象） 

（６） ひかり歴史文化探検クイズラリーPartⅣ 

光市には、貴重な史跡、有形文化財が数多くある。これらの史跡、有形文化財及び

文化施設を多くの市民に知ってもらうとともに、「光市の歴史文化」編纂後の具体的

活用例としていく。 

対象者：誰でも参加可能。ただし、小学生以下は保護者が必ず同伴で廻ること。 

期 間：７月７日（火）から１２月２日（水）  ※修了者：記念品を贈呈 
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（７） 光市文化センターめぐり 

光市文化センターの活動や展示内容を多くの市民の方に知ってもらうために、歴史 

民俗展示室、自然史展示室、美術展示室等の展示物を鑑賞しながら、展示物に関連し 

た問題に答えることで、歴史、文化・芸術に対する興味・関心を高めさせるとともに 

当館の活動に目を向けさせていく。 

期 間：８月２２日（土）～９月２７日（日）  ※修了者：記念品を贈呈 

 

４ 絵画貸出事業 

新しい作品を含めたレンタルアート展を開催し、財団の情報誌『虹』や当館のホームペ

ージ、市広報等により、鑑賞機会の増加と広報活動を積極的に行い利用者の拡大を図る。 

 

５ 資料収集活動 

（１） 美術資料の収集 

       光市ゆかりの物故作家の作品を中心に収集し、館蔵美術品の充実を図る。併せて 

   県美展や日展等で活躍しているマチュア作家の作品も収集していく。 

（２） 歴史・民俗資料の収集 

     江戸時代から昭和前期までの歴史・民俗資料を中心に収集し、歴史・民俗展示室

の充実を図る。 

 

６ 資料の整理 

（１） 新たに収集する資料の収蔵場所を確保するため、既存の民俗・歴史資料や美術資料

の整理を行い、収蔵庫の保管棚の改修等を検討する。 

（２） 向山文庫内に保管してあった清水家・難波家文書の整理を行うとともに、解読文（

釈文）の編集作業を進めていく。 

 

７ 市民の文化活動等への協力 

（１） 文化活動の発表や学習の場を提供し、市民サービスに努める。 

（２） 学校現場等へ学習教材として館蔵資料等を提供する。 
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               光市民ホール事業計画 

 

光市民ホールは、開館以来、市民文化活動、芸術文化・舞台芸術の中核・拠点施設、並び

に市民の集会場として、光文化協会等の関係機関・団体との連携により、市民夏季大学をは

じめ、音楽、演劇、伝統芸能などの各種文化事業及び貸館事業を実施してきた。 

しかし、開館から５０年を過ぎた現在、社会環境の変化や少子高齢化の進行とともに、当

施設の利用者や入館者も高齢化が進みつつあるが、老若男女を問わず多くの市民が利用する

市民ホールとしての機能が衰退することのないよう、市民の自主的な芸術文化活動の拠点と

して、今後も果たすべき役割は大きいものがあると考える。 

こうしたことから、数年前より、幅広い市民を対象とした事業を積極的に展開しようとし

ており、多様化・高度化が進む市民ニーズに的確に対応すること、また、各世代に向けた優

れた芸術文化の鑑賞機会を提供することを事業の目的とし、本年度においても、中学校の部

活動地域移行化に向けて活動を始めた「フルートオーケストラHIKARIコンサート」や、子育

て世代のファミリー層に向けた「人形劇団クラルテ『パンどろぼう』」など、様々な世代に

向けた事業展開を図ることとする。 

 

１ 自主文化事業 

（１）第５４回市民夏季大学 

市民夏季大学は市民ホール開館以来の恒例行事として広く定着しており、多様化す

る市民の学習ニーズに対応する学習機会を提供するために、各界で活躍している話題

性が高く集客力のある著名人を講師として招聘し講演会を実施する。 

    第１講座 日時  ７月１０日（金） １８時３０分開演 

講師  山田雅人（タレント） 

    第２講座 日時  ７月３１日（金） １８時３０分開演 

講師  小川仁志（哲学者） 

    第３講座 日時  ８月 ７日（金） １８時３０分開演 

講師  栗原 恵（スポーツコメンテーター） 

    会場  大ホール 
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２ その他自主文化事業 

事     業     名 日  時 

第１０回ストリートダンスフェスティバルin光 ４月 ５日（日） 

光市民ホール名作映画鑑賞会「国宝」 

（㈱フューレック共催） 
４月１２日（日） 

スタインウェイピアノ開放事業 

第１８回ピアノマラソン みんなで弾こうスタインウェイ！ 

５月 ９日（土） 

１０日（日） 

精華女子高等学校吹奏楽部コンサート ５月２４日（日） 

小学校音楽演劇教室（学校引率） 

「もったいないミュージカル」 
６月１１日（木） 

横田神楽団特別公演 ６月２１日（日） 

会員招待公演 

輝＆輝 津軽三味線ライブ 
６月２８日（日） 

フルートオーケストラＨＩＫＡＲＩコンサート 

（吉岡歌子フルートピアノ教室共催） 
８月１６日（日） 

人形劇団クラルテ「パンどろぼう」 ８月２２日（土） 

第３９回市民コンサート ９月１３日（日） 

古典芸能公演 

（光がんざき亭共催） 
９月２０日（日） 

世良公則 KNOCK KNOCK 2026 with 宇崎竜童 １０月２５日（日） 

三山ひろし 特別公演 落語＆歌謡ショー 

（㈱デカナル共催） 
１１月１５日（日） 

上妻宏光  Standerd Songs feat.佐藤竹善 

（宝くじ文化公演） 
 ２月２１日（日） 

第１２回アラ還フェスティバルin光  ２月２８日（日） 

３ 施設・設備の整備 

来館者の安全を確保し快適な施設環境を維持するため、定期的な機器等の更新に加え

て、築５０年を超え老朽化した施設・設備の経年劣化箇所についても、市教育委員会と

協議しながら改修・更新を行う。 
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４ 市民文化意識の高揚と文化事業の広報 

（１）財団友の会（通称：光の文化を高める会）の会員の増加を図るとともに、会員に向

けての広報活動の推進に努める。 

（２）財団情報誌『虹』やホームページ及びＳＮＳ等を活用し、各種自主文化事業の周知

を図る。 

（３）各報道機関への情報提供に努める。 

 

５ 貸館業務 

   指定管理者としての認識のもと、舞台芸術や市民文化活動の拠点施設として、地域に

根ざした使いやすい施設の維持、管理に努める。 
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               ふるさと郷土館事業計画 

 

光ふるさと郷土館は平成５年の開館以来、港町室積の商家の建物を活かした伝統文化の継

承と、資料の展示を行うとともに、地域の活性化を図るため、文化の創造・発表の場として

特色ある運営をめざしている。 

施設有効活用の目安となる入館者数については、コロナ禍以降増加傾向にあったが、令和

６年度はギャラリー件数が減ったこと等により減少した。 

 このため、令和７年度の新規事業として醤油の販売で使っていた版木を基にしたゴム印作

製や来館記念スタンプのリニューアル、館内クイズラリーを実施し来館者に楽しんで頂ける

よう工夫した。 

 令和８年度においても、前年度からの新規事業や例年好評を得ているイベント、体験教室

の継続により魅力ある館の運営を目指す。 

 

１ 常設展示 

江戸時代以降、室積に寄港していた北前船に関する資料、醤油の醸造道具や漁具、商家

の帳場の展示などをとおして、当時の室積の果たしていた役割や人々の生活、文化などを

紹介する。 

 

２ ギャラリー展示 

 タ  イ  ト  ル   出  品  者    会    期 

手描友禅展 
島田コミュニティセンター 

手描友禅教室 

５月３日 ( 日・祝 )  

 ～５月１７日 ( 日 )  

花結び会クラフト作品展 

～四季と暮らしの雑貨～ 
田熊 純子 他 

６月７日 ( 日 )  

 ～６月２１日 ( 日 )  

切手はり絵展（仮称） 中野 恵子 他 
７月１８日 ( 土 )  

 ～８月３０日 ( 日 )  

室積秋まつり展 室積山車保存会 
１０月１日 ( 木 )  

 ～１０月１１日 ( 日 )  
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水墨画・羊毛フェルト 

作品展（仮称） 
谷本 篤 

１０月４日 ( 日 )  

 ～１０月１８日 ( 日 )  

木彫り作品展（仮称） 手島 克彦 
１１月１日 ( 日 )  

 ～１１月１５日 ( 日 )  

江田佐知子・みよ志乃 

二人展 
江田佐知子・三好勅子 

１２月５日 ( 土 )  

 ～１２月２０日 ( 日 )  

 

３ イベント等 

     事 業 名      会    期 

郷土館端午の節句 ４月２５日 ( 土 ) ～５月１７日 ( 日 )  

普賢祭り 開館時間延長・入館料無料 
５月１４日 ( 木 ) 開館時間19時まで延長 

  １５日（金） 

心に響く東方メロディ二胡の調べ ５月１７日 ( 日 )  

郷土館夏企画「五感で感じる郷土の夏」 

サメの歯展示（県漁協光支店所蔵）等 
７月１８日 ( 土 ) ～８月３０日 ( 日 )  

早長八幡宮秋まつり 開館時間延長・入

館無料 
１０月１１日 ( 日) 開館時間19時まで延長 

アルパ Christmas コンサート（仮称） １２月５日 ( 土 )  

郷土館のひなまつり ２月６日 ( 土 ) ～３月３１日 ( 水 )  

邦楽演奏会「春風にのせて」 ３月６日 ( 土 )  

 

４ 教育普及活動 

(1)  小中学校の社会科見学や総合学習への対応 

小・中学校の総合学習等の施設見学に対応した展示物等の説明 

 

(2)  講座や体験教室の開催 

ア 歴史講座 

郷土史を中心とした教養講座     １０月２５日（日） 

講師：吉田 信雄 

演題：千坊山廻りの隠れ遺跡 
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イ 体験教室     

     事 業 名      日     時 

ランプシェード作り ５月５日（火・祝） 

古着で作るはがき掛け ６月１４日 ( 日 )  

藍染め体験 ７月２６日 ( 日 )  

親子で作る水鉄砲 ８月８日 ( 土 ) ・９日（日） 

親子で作る竹細工 ８月２３日 ( 日 )  

竹で作る干支・未 １１月２９日 ( 日 )  

ミニ門松作り １２月２０日 ( 日 )  

  

５  その他 

 (1)  地域観光の拠点施設としてマスコミ・地域の関連団体との連携や情報交換 

(2)  ギャラリー展示者の発掘 

(3)  貸し部屋の利用促進   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


